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事例Ⅵ 身近な自然環境

指導のポイント

平成20年1月の中央教育審議会答申において、思考力・判断力・表現力等をはぐくむた

めの例として、次のことが挙げられている。

○事実を正確に理解し伝達する

（例）身近な動植物の観察や地域の公共施設等の見学の結果を記述・報告する

“身近な植物”として、校庭には多くの種類の植物が植えられている。自生種に対して、

特に人とのかかわりの深い植物から関心を持ち、「緑」という漠然とした視点ではなく、

種のレベルに目を向け、それぞれが特徴を持っていることを知るには、格好の教育資源で

ある。また、校庭は実験試料の育成や見本林などの教材園としての役割も持つほか、稀少

種の発見・保全、在来種と帰化植物の関係など、植物生態学や環境問題についても考える

ことができる場である。

校庭にある植物に関心を持たせる学習活動として、オリエンテーリング形式の授業展開

がある。各植物に問題番号のプレート表示をつけ、種の特徴や同定ポイント、人とのかか

わりや環境に関するトピック等について、クイズ形式にまとめた問題用紙、場所を示した

平面図、解答用紙、クリップボード等を準備しておく。活動内容の説明を受けた生徒は数

名のグループを編成し、校内の植物を観察して廻りながら、意見を出し合い、問題を解い

ていく。植物に関心を持ってきた後は、いろいろな媒体 (図鑑、新聞、インターネット)

から情報を収集し、校内植物図鑑や植物マップを作成する等の発展的な活動も考えられる｡

本事例では、校庭の植物を題材にして、継続的な観察、結果の発表、意見交換を行うこ

とにより、科学的な思考力・表現力の育成に取り組む授業展開例を作成し、ワークシート

として示した。ねらいと概要は以下の通りである。

ワークシート：校庭の植物

一年間を通して校内の特定の植物の観察を行い、季節変化等の生存戦略について資料

をまとめ、発表させる。
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ワークシート 校 庭 の 植 物

目的

・自然と親しみ、生物を直接見たり触れたりする機会を増やし、自然を大切に感じる感

性を養う。

・一年間を通して特定の植物の観察を行うことで、季節毎の植物の変化に気付く。また

他の種との比較により、落葉・常緑、開花時期、雌雄の有無など、植物ごとに様々な

生存戦略があることに気付く。

・観察した植物の様子を言葉で記述することで、表現力を向上させる。

準備 ＜参考＞

①クリップボード ① A4サイズ￥300程度

②植物マップ ⑦￥18,000程度

③植物リスト ⑧ L サイズ100枚入り

④植物用語の図解 ￥2,500程度

⑤記録用紙 ⑨10本入り￥100程度

⑥デジタルカメラ ⑩13号20本入り￥100程度

⑦写真プリンター

⑧写真用紙 ①～④

⑨フックピン（掲示板用）

⑩二重リング（②・③・④の連結用）

方法

(1)初回の授業時に、別紙の「校庭の植物リスト」および「植物マップ」を見て、一年間

を通して観察する担当植物（木本）を決める。

（第三希望まで記入し、希望が重なる場合は振り分けて分担する。振り分ける際は、裸

子植物・被子植物、常緑樹・落葉樹など偏らないようにする。）

(2)２回目の授業時に、担当する植物、記録用紙の記入方法や観察のポイント、デジタル

カメラやプリンターの使用方法等について確認する。その後、実際に校庭へ行き、各

自が担当する植物を観察し、記録カードに特徴を記述する。

＊記述する際のポイントは、掲示された記録カードを見た人が、どのような植物であ

るかイメージできる（校庭で見かけたときに『コレのことだ！』と分かる）ような「分

かりやすく具体的な記述」であること。

記入した記録用紙と写真は掲示板に張り出す｡

(3)その後は、各自で時間を見つけて継続観察する。１ヶ月に１回程度のペースで記録用

紙と写真を提出し、定期的に掲示物を更新する。
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＜校庭の植物リスト＞
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＜植物マップ＞

＊上記の植物リスト・植物マップは、栃木県立小山西高等学校技査 上野正成 氏による平成19年10月の

調査結果をもとに作成した。
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＜記録カード＞ （生徒の記入例）

（１枚目） （２枚目）

（３枚目） （４枚目）

＜掲示の様子＞
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